
（１）市民参加の実施内容

意見を反映した
（案を修正した）

案を修正しな
かった

その他

ー
＜ ＨＰ＞
H27/6/12 ○

意見を反映した
（案を修正した） ・各館等の受付に来られた利用

者及び市民に対し、アンケート
用紙を手渡し回答への協力をお
願いするようにした。
・アンケート用紙が設置してある
場所に「アンケート実施中」の表
示をした。

案を修正しな
かった

その他

○

意見を反映した
（案を修正した）

アンケート終了後、結果を生涯
学習審議会に答申を求め、その
後教育委員会議に図り、最終的
に、第2回定例会に上程する。

案を修正しな
かった

その他

生涯学習審議会
＜広報紙＞
Ｈ２７/１/２１

ー ー
Ｈ２７/２/２

Ｈ２７/5/１３
審議会委員　12名

市が考える
市民等への影
響

〈メリット〉　　利用者の利便性が向上するとともに、施設利用者に対する負担の公平性が保たれる。

〈デメリット〉　無

概　要 公民館及び南流山センターの備品にプロジェクターを追加するとともに使用料又は利用料を設定するものである。

通　称 公民館等のプロジェクター使用料の設定

名　称
流山市公民館並びに市民会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
流山市南流山センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

市民参加の実
施結果を踏ま
えた担当課の
意見

世の中のＩＴ化も進み、公民館での会議や催し物で、パソコンやプロジェクターを使用することも珍しいことではなくなってきている。公民館としても、常に市民や団体の利用実態の把握に努め、必要な備品等の整備検討が求められる。プロジェクター及びスクリーンの整備については、既に導入されて
いる「おおたかの森センター」と同様、他の公民館においても受益者負担（プロジェクター２１６円、スクリーン１０８円）のもと配置することについて、約９割の方が賛成との結果となったものである。

市民参加の方法を選
択した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

１　備品（プロジェクター）の整備に伴う使用料又は利用料の設定に対し、専門的な意見や市民の意見を反映する必要があるため審議会で審議して頂こうと考えたため。
２　公民館利用者等に、アンケート調査を行い、広く利用者、市民の意見の反映を図必要があるため。
実施時期については、備品購入後、平成２７年７月から、各公民館等が一斉に運用できるように考えたため。

⑨意見の反映⑤開催日等 ⑩工夫したこと ⑪その他特記事項

Ｈ２７/２/２７
～Ｈ/２７/３/２６

各館等の受付に設
置された用紙による
アンケートを回答ボッ
クスに投函する

ー
＜アンケート回収数

＞　　　４５７件

⑥人数等 ⑦人数構成内訳 ⑧結果の公表

学識経験者　2名
(会長・副会長)
学校教育　 1名
社会教育　 1名
家庭教育　 1名
市民等　　  4名

 ＜ ＨＰ＞
　H27/4/15

　H27/7/14

その他
（アンケート）

各公民館等、生涯学習課
及び出張所の受付に回答
ボックスを置いている

担当課（　公民館　　　　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法

市民参加実施結果シート 結果（途中・終了）
平成２８年４月１日時点



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

集計

Ｈ27/2/27

～Ｈ27/3/26

審議会

アンケー
ト
結果

運用開始

アンケート　　実
施

広報紙

1/21 ２/２

生涯学習
審議会

９月

その他
（アンケート）

１月 ２月 ８月
市民参加の手法

生涯学習審議会

８月 １０月 １１月 １２月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月

平成２６年度

４月 ５月 ６月 ７月 １２月 １月 ２月 ３月３月

平成２７年度

４月 ５月


